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2 日赤救護班は、通常医師 1 名・看護師 3 名・運



















医療センター）の 2 名は、３月１２日 DMAT と
して東北の SCU3である花巻空港へ向かい、4 機
の飛行機を使い秋田・新千歳・羽田へと患者さん








ベイなどの医療支援を 3 月 18 日から 6 日間行い
ました。また、後に世話人に加わった森 幹司氏
                                                  










報告                      日本赤十字放射線技師会 電子会誌第 3 号 
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救護活動 １ 
 


































































ポータブル型 X 線装置の搬入 
 
  貸し出されたポータブル型 X 線装置 
~ 22 ~ 
 
 
  装置が設置された仮設診療所  











                                                  
4JIRA とは、社団法人 日本画像医療システム工










































    空間線量の測定 






が生じ、2011 年４月からの３ヶ月で 200 人以上
撮影した所もあれば、僅かな人数しか撮影しなか
った所もあると報告を受けております。 
今回の医療機器貸出支援によって、画像検査を
必要とする人々が何処でもいつでも検査を受け
られるという診療体制を可能にしたということ
で被災地の方々に多少安心を提供できていると
思っております。今後も災害期間中である限り、
被災地と情報交換を重ね、現地のニーズに合った
医療機器の貸出支援を継続していきたいと考え
ております。 
2012 年２月には待ちに待った復興庁がようや
く始動し、今後活気溢れる街の新生が期待されま
す。被災者の方々が一日も早く安心して暮らせる
日常生活を取り戻せるよう心よりお祈り申し上
げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
